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甲府盆地における小スケール気象データと土地被覆条件との関連性についての実鉦的研究
山梨大学教育人間科学部 尾藤章雄
ソフトサイエンス課程環境科学コー ス 下平和樹
【本研究の目的】
本州中部に位置する山梨県の旬府盆地は簡図在2000m級の山々 に掴まれているため、特有国質量規量が出
現することが知られている．
平成2S年度から‘甲府盆地中史部を問北に貫流する荒川沿いに慣数の担量鶴測ステ シーョンを盤置I,.主に
4島幸四気章鰻澗を継続してきたが、周囲白山々、積古扇状地由起伏、甲府市中心市街地の存在や、北西季節風
に起因して．小スケーんの気遣分布変化が顕著にみられることがわかってきた．
2014年3月の気量観測データの解析により－埋早から曹に畢節が移り藍わっていく中で.4つの特有の気温分布パ
ター ンが出現すること、そしてそのパター ンには風向・風遺と一定的関係性が指摘できることが明らかに立った．
あわせて、2年前から継続して量章観測データを自動的に集約し．地図ょにリアルタイムで垂示するするシステ
ムを構製してきており‘書写、その標題を克服しながら繍織化を続けてきている．昨年までに‘ドコモ白梅帯電話
回舗を利用した質量観剥ヂー タ由送信と、APRS【Automat;cPacket Rep刷、gSystem）を組み合わせて‘6カ所
の観測ステーションの軍温分布．風向・風速、軍匡をインタ－;t.•ノトのG。。gl, Maple賓示することに成功している．
しかし、1分おきという高鍋度での鰻調子ータの送信により．唯一の電lであったカー バッテリー の，商耗が激し〈．
数日毎の受像 充電が必裏となるなど、安定したシステムとは雷え立い状；見であった．
今年はこの電車をパッヲアップするために‘書ステー ションに太陽光電池パネルとチャー ジコントロー ラー を襲備
し‘昼時間にわたる継続的主観潤が可能かどうかの実殴もあわせて行っTゐ
一連の研究においては、偶数の，既－観測ステ シーョンから由デー舎を．リアル告イムに集約することにこだわっ
ているが‘これは‘一般的な観剰で行われているロガー による艶量観潤デー タの集約・蓄積では‘非常災害時
に、迅速立対応に結びつけることがで曹ないと考えたためである．なお‘A開 Sはアメリカの 8曲 Brun;nga氏が
提唱した樟線パケットの応用で、GPSを利用して行われる、トラッキンゲシステムの一種である．
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[4つの気温分布パ9ー ン（よ表） および出現頒度（左図｝】
2014年3月における8地点、1分ごと白鶴測結畢から、上衰の4つの罰温分布パター ンが膿別された.6地点白うち軍3、
1¥4地点が甲府市中心部なので、この2つの地点を中心に置温が高いものを『ヒー トアイランド型』とした．また、南へ行〈ほ
ど気逼が高〈屯るものを『北低南高型i逆に南へ行〈ほと・!I.逼が低くなるものを『北高南低型i第2地点だけが極舗に低
いものを『2低型』と名付けた．『ヒー トアイランド型』の出現頻度垂示したのが左図である．この型は目的出前と目没後に事
〈出現するが、3月5目、13日‘同日のように、 日を通じて日隔がないと昼間にも出現する．
【4つの気温分布パ9ー ン出現時における風向・風速｛下図）】
『ヒー トアイランド型』の風向は綿々であるが．いずれも且速1ml，以下と且が潤い日に典型的に出現している．『2低霊』
は各畢に特有白北西畢節風に由来する車北東から北軍白血が6-Sm／，と強い、盆地一円に滑気が入り込む自に出現す
る．『北低閉店型』も同じように畢節風に由来する北西の且が卓超するがe地点とも3ml，前後の鳳が吹き．北側だけが冷
置が入る一方で南側の唖置は級侍されるのであろう.rjt高期低型』は，.2地点で7ml，前後の強い北町風、3・5地点では
4ml，附後の荷からの風で両者が市街地付近で相対しているが阻〈である．前後の時聞の’匝i変化から毘て、暖かい’R
樋が北から簡に移動していくための．このような分布に立ったものと推定された．
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4つの気温分布パターン出現時における風向・風速
｛左よ） 各方位に対する凪遣の畳大値（数字lま風速 mis)
｛左下） 鳳向の出現績度 （数字は頒度分｝
｛右） 風速の.大値と出現頒度が高い風向を地固化したもの
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